
第
５
回
定
例
唇

小規模多機能施設の
顛價衆敵靉

　
平
成
2
6
年
第
５
回
定
例
会
は
、
９
月
1
6
目
・
1
7
目
の
２
日
間
開
催

さ
れ
、
一
般
質
問
と
村
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
や
本
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
（
傍
聴
　
1
6
目
４
人
　
1
7
口
Ｏ
人
）

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
を

　
　
　
　
　
　
掲
載
し
ま
す

●
占
冠
村
小
規
模
多
機
能
型
居

　
宅
介
護
施
設
の
設
置
及
び
管

　
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
平
成
2
7
年
４
月
か
ら
占
冠
村
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
を

開
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
適
切
に

管
理
運
営
す
る
た
め
、
必
要
な
条

例
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

［
贋
－
擬
］

問
　
利
用
の
条
件
・
制
限
・
許
可

の
取
消
し
と
い
っ
た
条
文
が
あ
る

が
、
そ
う
い
っ
た
方
は
占
冠
村
で

は
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
（
木

村
議
員
）

中
田
福
祉
施
設
推
進
室
長
職
員
・

利
用
者
に
迷
惑
行
為
等
が
あ
っ
た

場
合
に
は
制
限
を
か
け
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
村
に
Ｉ
つ
し

か
な
い
社
会
福
祉
法
人
な
の
で
、

で
き
る
限
り
受
入
れ
ら
れ
る
体
制

作
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

と
な
っ
た
場
合
な
ど
の
利
用
を
議
論

し
た
結
果
、
「
村
長
が
必
要
と
認
め

る
も
の
」
と
い
う
条
文
が
盛
り
込
ま

れ
た
と
思
う
。
施
設
管
理
者
へ
の
十

分
な
説
明
・
理
解
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
。
（
五
十
嵐
議
員
）

［
冲
曲
浦
辰
］
今
後
指
定
を
受
け
る
団

体
と
充
分
協
議
を
し
て
、
住
民
に

と
っ
て
使
い
や
す
い
施
設
に
し
て
行

き
ま
す
。

問
　
利
用
料
金
の
設
定
は
。
長
谷

川
議
員
）

［
冲
佃
庫
長
］
利
用
料
金
は
定
額
料
金

と
し
、
宿
泊
・
食
事
代
は
自
己
負
担

で
、
介
護
保
険
料
適
用
部
分
は
定
額

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
占
冠
村
介
護
保
険
条
例
・
後

　
期
高
齢
者
医
療
条
例
の
一
部

　
改
正

　
国
税
・
地
方
税
に
お
け
る
延
滞
金

の
見
直
し
が
あ
り
、
割
合
を
引
き
下

げ
る
も
の
で
す
。

盾
一
一
擬
」

問
　
昨
年
は
６
月
議
会
で
提
案
の

問
　
緊
急
的
に
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
　
あ
っ
た
案
件
だ
と
思
う
が
、
今
回
９

月
に
な
っ
た
理
由
は
。
ま
た
、
当
事
　
て
い
ま
す
。

者
に
不
利
益
が
披
る
こ
と
は
な
い

か
。
（
木
村
議
員
）

区
滝
海

1 1
屑
進
展
」
地
方
税
法
の

改
正
と
平
行
し
て
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
が
、
事
務
的
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
不
利
益
を
披
る

こ
と
は
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

●
富
良
野
地
区
視
聴
覚
教

　
育
協
議
会
の
廃
止

　
視
聴
覚
教
育
に
関
す
る

事
務
を
沿
線
自
治
体
で
共

同
管
理
し
て
い
た
が
、
近

年
の
情
報
技
術
の
発
達
に

伴
い
、
そ
の
役
割
を
終
え

た
た
め
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

［
贋
－

擬
］

問
　
廃
止
に
あ
た
り
、
沿

線
自
治
体
と
協
議
を
実
施

し
て
い
る
か
、
ま
た
視
聴

覚
機
材
の
帰
属
は
。
（
木

村
議
員
）

［
珊
渾
漱
贋
浪
浪
］
　
沿
線
自

治
体
と
の
協
議
は
終
了
し

て
い
ま
す
。
機
材
に
つ
い

て
は
、
富
良
野
地
区
広
域

教
育
圈
振
興
協
議
会
に
帰

属
さ
せ
富
良
野
市
で
管
理

を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

●
フ
ォ
ー
レ
ス
タ
モ
ー
ル
Ｃ

　
ソ
ー
ン
の
無
償
譲
渡

　
村
有
リ
ゾ
ー
ト
施
設
フ
ォ
ー
レ
ス

タ
モ
ー
ル
Ｃ
ゾ
ー
ン
は
、
新
た
に
建

設
す
る
温
浴
施
設
予
定
地
に
隣
接

し
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
Ｂ
ゾ
ー
ン

と
合
わ
せ
て
取
り
壊
す
た
め
無
償
で

譲
渡
す
る
も
の
で
す
。

ト
マ
ム
リ
ソ
ー
ト
の
フ
ォ
ー
レ
ス
タ
モ
ー
ル
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占冠衿校通鴇
　　　　法面の羅劃ま７

●
北
海
道
市
町
村
退
職
手
当
組

　
合
規
約
の
変
更

　
加
盟
団
体
名
の
変
更
に
よ
る
も
の

で
す
。

●
二
二
ウ
遊
休
施
設
の
減
額
貸

　
付
　
遊
休
村
有
施
設
（
旧
二
二
ウ
サ
イ

ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
自
転
車
庫
）

を
借
受
希
望
者
に
減
額
貸
付
し
、
住

宅
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
地
域
活
性

化
及
び
定
性
化
の
促
進
を
図
る
も
の

で
す
。

平
成
2
6
年
度
補
正
予
算

［
贋
－

擬
］

【
一
般
会
計
】

問
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
埋

設
管
漏
洩
検
査
の
内
容
は
。
（
木
村

議
員
）

匯
歴
眉
蒲
胤
潭
辰
」
消
防
法
に
よ

り
３
年
に
１
度
、
検
査
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
い
と
こ
ろ
、
未
実
施
だ
っ
た

た
め
、
本
年
度
検
査
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

問
　
児
童
生
徒
健
康
診
断
業
務
委
託

料
の
内
容
は
。
（
木
村
議
員
）

［
肺
漏
漱
清
次
浪
］
就
学
時
健
診
で
２

次
健
診
が
必
要
な
児
童
が
出
た
場
合

に
、
富
良
野
協
会
病
院
で
検
査
を
実

施
し
て
も
ら
う
た
め
の
委
託
料
で

す
。

問
　
ス
キ
ー
場
の
照
明
で
３
８
６
万

６
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
況
と
修
繕
の
内
容
は
。
（
山
本
議

員
）

［
漸
漸
欧
辰
］
3
7
基
の
照
明
器
具
の
う

　　　;１　．ｚ　呂　ぞ1:　　　’　呑

　　　　　　　Eﾆ　［E］－1･e

一般会計（第3号）　　　　５７００万円増

　総額２ワ億５ワ○万円⇒２ワ億６２ワ○万円

・トマム３線乾草舎解体工事及び村道東１線

　（神社地先）法面調査業務委託料の増など

国民健康保険（第２号）　　１００万円増

　総額1億3600万円⇒1億3ﾜ○○万円
・マイナンバーシステム整備委託料の増

簡易水道（第１号）　　　　５６０万円増

　総額2億1140万円⇒２億1ワ○○万円

・占冠村民間賃貸共同住宅給水工事の増など

公共下水道（第２号）　　　４７０万円増

　総額9830万円⇒1億300万円

・個別排水処理施設設置工事の増など

介護保険（第１号）　　　　　１５０万円増

　総額1億６００万円⇒1億ﾜ50万円

・介護保険システム改修の増など

後期高齢者（第１号）　　　　７０万円増

　総額1630万円⇒1ﾜ○○万円

・マイナンバーシステム整備委託料の増

ち
1
0
基
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
済
み
で
、
今
回

1
2
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
省
電
力
に
努
め

ま
す
。
残
り
1
5
基
は
比
較
的
新
し
い

の
で
、
当
面
修
繕
は
見
合
わ
せ
ま

す
。

問
　
土
地
購
入
費
５
３
６
万
４
千
円

の
購
大
目
的
は
。
（
山
本
議
員
）

雨
冲
薦
湯
漬
浪
」
公
営
住
宅
等
を
建

設
す
る
際
の
用
地
で
す
。
場
所
は
旧

森
林
管
理
所
跡
地
と
千
歳
地
区
の
遊

休
宅
地
２
筆
（
１
３
２
２
．
２
２

�
）
で
す
。

問
　
二
二
ウ
キ
ャ
ン
プ
場
の
水
源
調

査
委
託
料
が
増
額
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
ニ
ニ
ウ
地
区
の
水
の
状
況
は
。

　
（
山
本
議
員
）

～
今
年
夏
場

の
渇
水
期
に
井
戸
枯
れ
が
発
生
し
た

の
で
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
水

源
の
電
気
探
査
を
実
施
し
ま
す
。

問
　
村
道
東
１
線
法
面
調
査
委
託
料

の
内
容
は
。
（
佐
野
議
員
）

［
浩
済

1 1
液
］
占
冠
中
学
校
へ
上
が
る

坂
の
法
面
で
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
か

か
っ
て
い
る
箇
所
で
す
。
過
去
に
地

滑
り
が
発
生
し
た
た
め
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
す
る
委
託
料
で
す
。

問
　
遊
具
点
検
委
託
料
の
内
容
は
。

　
（
佐
野
議
員
）

［
浩
灘

1 1
長
］
老
朽
化
に
よ
る
危
険
な

遊
具
を
点
検
す
る
委
託
料
で
す
。
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第5回定例台

　区四→

問
　
村
有
地
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殼
廃
棄

物
処
理
委
託
料
の
内
容
は
。
（
長
谷

川
議
員
）

［
囲
伸

1 1
辰
］
美
園
地
区
の
分
譲
販
売

地
か
ら
発
生
す
る
ト
ラ
フ
、
建
物
基

礎
等
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殼
で
、
数
量

は
1
0
ト
ン
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処

分
し
ま
す
。

問
　
猟
区
管
理
運
営
委
員
の
構
成
メ

ン
バ
ー
は
。
（
長
谷
川
議
員
）

［
囲
淵
淋
唐
溜
厘
辰
］
　
委
員
で
1
3

人
、
助
言
者
２
人
の
計
1
5
人
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
森
林
管
理
等
、
森
林
組

合
、
猟
友
会
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

　
平
成
2
5
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特

別
会
計
の
決
算
認
定
は
、
決
算
特
別

委
員
会
（
委
員
長
・
長
谷
川
歌
聴
）

　村の平成25年度財政比率は、

監査委員の審査を経て、下表のと

おり議会に報告されました。

　健全化判断比率により、全国共

通のモノサシで各自治体の財政の

健全度を測るもので、村は財政健

全化団体に区分されました。

を
設
置
し
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し

た
。

人
事
案
件

○
人
権
擁
護
委
員
推
薦
の
諮
問

　
引
き
続
き
山
下
由
美
子
氏
を
推
薦

す
る
こ
と
を
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
の
選
任

　
引
き
続
き
久
我
正
志
氏
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
引
き
続
き
藤
本
重
克
氏
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

村
長
の
行
政
報
告

○
占
冠
村
猟
区

　
占
冠
村
猟
区
は
、
土
地
所
有
者
の

区　分
実質公債費

　　比率
将来負担
　比率

村の比率

　【昨年】

6.7％

【7.6％】
－
【－】

早期健全化

　　基準
25.0％ 350.0％

＊将来負担比率はマイナスのため表示されま
　せん。

＊早期健全化基準を越えた場合は｢財政再生

　団体｣となります。

同
意
、
林
野
庁
の
承
認
、
北
海
道
の

認
可
が
整
い
、
平
成
2
6
年
９
月
1
5
日

に
北
海
道
で
は
、
西
興
部
村
に
続
く

２
箇
所
目
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
　
基
本
方
針
は
、
持
続
可
能
な
資
源

利
用
と
管
理
型
狩
猟
の
実
現
に
よ
り

　
「
し
む
か
っ
ぷ
型
狩
猟
モ
デ
ル
」
を

構
築
し
、
①
森
林
資
源
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
、
②
狩
猟
環
境
の
整
備
、
③
有

効
活
用
の
促
進
、
④
関
連
機
関
と
の

連
携
体
制
構
築
、
⑤
人
材
育
成
と
組

織
能
力
の
強
化
と
い
う
５
本
の
柱
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　
占
冠
村
猟
区
は
占
冠
村
猟
区
管
理

規
定
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

議会は､どなたでも気軽に傍聴する事が出来ます。
-,。√『

フル白‘7-戸‾

傍聴するのに特別な服装や準備は必要ありません｡途中入場や途中退場も自由

です｡ｲ旁聴人は自由に写真やビデオを撮ったり､録音することができます｡議場は総

合センター(役場庁舎)３階です｡お気軽においでください。

″
循
ご

・
Ｘ
‘

！
｀

｀●

1

奈.，　　　12月定例会→12月15日(月)･16日(火)

　　　　　　　　　　　※いずれも午前10:00～
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第5回 定例台

　
　　　　　　　の庸醵曹虞疹釘

○

○

○

○

息急但階蔚鹿
村民の声を

　国政の場に

林業･木材産業の成長産業化に向けた施策の充実･強化を求める意見書

　国においては､次の事項を実現するように要望しました。

①森林の整備から木材の利用促進といった地域の多様な取組みを支援するため、｢森林整備加速化･林業再生

　基金｣の継続､またはこれらに代わる恒久的支援制度を創設するなど､林野関連施策の充実･強化を図ること。

②国際的な気候変動対策の枠組みの合意ルールである森林経営による森林吸収量の算入上限値3.5％分を最大限

　確保するため､安定的財源を確保すること。

｢手話言語法｣制定を求める意見書

軽油引取税の課税免除措置の継続を求める意見書

2015年度予算における介護･子ども支援の充実･強化を求める意見書

　次の措置を講ずるよう要望しました。

①介護保険制度改正によって保険給付から市町村事業に移行された訪問介護と通所介護については､地域格差や

　サービス低下及び福祉労働者の処遇低下を招かないために必要な予算を確保すること。

②子ども･子育て支援新制度の本格的実施に必要とされる約1兆円の財源を確保すること。

③介護労働者及び保育士などの福祉人材の確保と処遇改善を進めるための予算を確保すること。

橋本五郎氏 廣瀬克哉氏

　
平
成
2
6
年
度
北
海
道
町
村
議
会
議
員

研
修
会
が
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
占
冠
村
か
ら
は

全
議
員
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
師
は
法
政
大
学
法
学
部
教

授
の
廣
瀬
克
哉
氏
と
、
読
売
新
聞
特
別

編
集
委
員
の
橋
本
五
郎
氏
。

　
廣
瀬
氏
は
「
議
会
改
革
の
こ
れ
か
ら
」

と
題
し
て
、
地
域
間
格
差
の
状
況
の
な

か
で
す
べ
て
の
住
民
に
納
得
さ
せ
る
よ

う
な
合
意
形
成
を
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
順
序
立
て
た
「
政
策
調
整
」
や
「
意

志
決
定
の
調
整
」
を
議
会
で
の
審
議
過

程
で
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
議
会
改
革
が
も
と
め
ら
れ
る
背

景
に
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
橋
本
氏
は
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
政

治
」
と
題
し
て
、
い
ま
ま
で
は
「
消
費

税
関
連
の
増
税
」
を
し
た
内
閣
は
早
期

に
崩
壊
し
た
が
、
安
倍
内
閣
は
い
ま
だ

高
い
支
持
率
を
保
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

「
丁
寧
な
説
明
」
に
よ
る
も
の
だ
が
、

こ
れ
に
反
し
て
「
特
定
秘
密
保
護
法
」

は
説
明
不
足
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
７
月
４
日
）

議

会

議

員

研

修

北

海

道

町

村

　
ｋ
ｌ
　
　
ｌ
皿
　
　
　
　
　
□
ｉ

　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
　
。
峰
　
　
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
2
5
日
）

　
平
成
2
6
年
度
北
海
道
町
村
議
会
広
報

研
修
会
が
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
行
わ

れ
、
全
道
か
ら
↓
０
０
町
村
４
６
５
人
、

占
冠
村
か
ら
は
広
報
委
員
４
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
芳
野
政
明

氏
は
、
知
ら
せ
る
広
報
か
ら
、
考
え
る

広
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

数
多
く
の
実
際
の
議
会
広
報
を
取
上
げ

て
、
ど
う
す
れ
ば
分
か
り
や
す
く
、
読

ん
で
も
ら
え
る
議
会
広
報
と
な
る
の

か
、
「
タ
イ
ト
ル
や
写
真
を
大
き
く
し
、

ざ
っ
と
目
を
通
せ
ば
お
お
ま
か
な
内
容

が
わ
か
る
よ
う
に
」
「
余
白
を
大
切
に

す
る
」
な
ど
、
詳
細
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

交
え
た
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　
占
冠
村
の
議
会
広
報
も
、
文
字
が
多

く
余
白
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
指
導
い
た
だ
い
た
改
善
点
を

反
映
さ
せ
て
、
改
善
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

－６ 一
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